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資料１
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１.令和７年度重点事業について

２

取組団体 取組内容

広瀬川1万人プロジェクト実行委員会 広瀬川1万人プロジェクト河川・海岸一斉清掃

GARDEN of RIVER,SENDAI project 広瀬川大橋 水辺の青空学校

広瀬川灯ろう流し実行委員会 広瀬川灯ろう流し「光と水とコンサートの夕べ」

関山街道フォーラム協議会 「関山街道の四季フォトコンテスト」記念パンフ作成

■事務局における選定結果より、以下４団体の取組みを重点事業認定候補として、第50回広瀬川創生
プラン策定推進協議会へ提出し、４団体の取組みすべてを重点事業として認定。

以下（１）（２）の要件すべてに該当すること
（１）「広瀬川の魅力を発信する上で効果的」な事業であるか

        ・・・プラン基本目標の 「ⅳ  河川への関心の向上」 「ⅴ 市民協働の仕組みづくり」 いずれかを含む事業であること

  （２）「重点事業認定の基本的な考え方」すべてに合致する事業であるか
○「複数の主体が連携・協力できる取組みであること」

市民・NPO・行政・企業などの主体が、お互いを尊重しつつ力を合わせて協働できるもの。
○「市民が広く参加できる取り組みであること」

世代・地域・立場などを超えて、市民が気軽にかつ自発的に参加することができるもの。
○「ソフト中心の取り組みであること」

川づくりの中でも、広瀬川の自然環境等を活かしたソフト中心のもの。

【重点事業選定の要件】

【対象事業期間】

令和７年８月１日から令和８年３月３１日まで
※ 令和７年度は、プラン改定の影響により、公表日（令和７年7月31日）の翌日から実施する事業を対象とした。

令和８年度以降は、原則として４月１日から実施する取組事業を対象として、重点事業の募集を行う。
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【重点事業１】 広瀬川1万人プロジェクト 河川・海岸一斉清掃
■事業概要

仙台市人口1%の1万人をキーワードとして、市民・企業・行政が
連携して広瀬川流域を含む河川・海岸一斉清掃を 年2回（春・秋）実施

■実施主体

広瀬川１万人プロジェクト実行委員会

■実施内容
11月8日に秋の一斉清掃を実施し、中止の作並・野川橋会場を
除いた16会場および本年度試行開催の1会場（仙台港）において、
参加者総数 「1,208名」 ゴミの総数「170袋」となった

会場名 参加者数
ゴミの数
（袋）

会場名 参加者数
ゴミの数
（袋）

①作並（中止） ― ― ⑩米ケ袋 86 10

②野川橋（中止） ― ― ⑪宮沢橋 101 4

③折立 27 4 ⑫広瀬橋 131 5

④牛越橋 59 12 ⑬八本松 59 4

⑤澱橋 137 5 ⑭千代大橋 164 36

⑥仲ノ瀬橋 25 2 ⑮太白大橋 30 16

⑦大橋左岸 110 4 ⑯名取川鉄道橋 19 18

⑧大橋右岸 ５４ 2 ⑰かわまちてらす閖上 68 13

⑨評定河原橋 21 1 ⑱閖上海岸 110 22

その他1会場（仙台港） 7 12
【太白大橋会場】

【澱橋会場】【クマ忌避剤を設置】

１.令和７年度重点事業について



来年度に向けて
今後も様々なエリアにおいて市民が広く参加できる活動として継続できるよう、清掃会場の追加（仙台港）を予定し
ており、今年度の経験を踏まえ、鳥獣被害リスクにも対応しながら、多様な主体が安心して参加できる環境づくりを
行う。
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【重点事業１】 広瀬川1万人プロジェクト 河川・海岸一斉清掃

■自己評価
   ①クマの出没が相次ぎ、実行委員会における緊急の事務局会議を開催し対応方針を検討

（基本的な対応方針）：見通しの悪い藪への立ち入り回避、クマの痕跡の確認、忌避剤の使用、単独行動の禁止   
 各会場の特性に応じ、清掃区域の調整や時間変更（午後開催）などの対策 等

全会場で事故や被害の発生がなく、安全を確保しながら清掃活動を実施できた
一部中止となった会場もある一方、16会場での開催を維持し、一定規模の市民参加を確保することができた

   ②昨年に引き続き秋の一斉清掃の様子が「2025 百年の杜づくり あしたのみどりキャンペーン」特集記事
（河北新報、12月22日）として掲載

 イベントPRにより市民の広瀬川に対する意識醸成に寄与

■成果目標

目標 結果 理由

秋の参加者数 1,700人程度 未達成
（1,208）

クマ出没増加をうけ、目撃情報の多い「作並会場」「野川橋会場」を中止
としたほか、各会場において参加キャンセルもあり、参加者数が減少と
なったため

１.令和７年度重点事業について

■本市支援状況
・太白大橋会場において、市が事務局として会場運営を実施
・当日に市職員を各会場に派遣し、清掃作業に従事（千代大橋、八本松会場、牛越橋、澱橋会場）
・環境局と連携し各会場のゴミ回収の実施（牛越橋、澱橋、仲ノ瀬橋、大橋左右岸、宮沢橋、千代大橋会場）
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１.令和７年度重点事業について
【重点事業２】 広瀬川大橋 水辺の青空学校
■事業概要

河川への関心を高めるため、水辺空間での除草活動（動く）、 河川の各専門家の講座（学ぶ）、水辺での
食事（食べる）を通して、総合的、体験的に河川を知る機会と交流の場をつくり、まちづくりにつなげる
イベントを開催する。

■実施主体
GARDEN of RIVER, SENDAI project

■実施内容

令和8年３月17日現在 延べ 1５３人参加

実施日 会場 イベント名 参加者数

８月23日 大橋左岸 大人のための川遊び講座 24名

9月6日 大橋左岸 川で遊ぼう 〜あんぜんに・たのし
く・やさしく〜

27名

10月19日 大橋右岸 水辺の石から大地の歴史を学ぼ
う！

24名

11月30日 大橋～まちなか 杜の都の礎を築いた四ツ谷用水と
は？

19名

12月13日 大橋～澱橋～牛越橋 フットパスの楽しみ ～歩いて・感じ
て・味わう

17名

12月28日 緑彩館 望年会（ワークショップ） 8名

1月24日 大橋左岸 広瀬川の自然 野鳥編 16名

2月28日 牛越橋～大崎八幡宮 水の神様 １８名

3月29日予定 大橋左岸右岸 まちと緑とカワノバ 募集人数
（20名程度）

【広瀬川の自然 野鳥編】

【水の神様】



■成果目標
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来年度に向けて
引き続き、広瀬川を市民にとっての「サードプレイス」的な存在となるよう、除草活動（動く）、講座（学ぶ）、
交流（食べる）を通し、総合的、体験的に河川を知る機会と交流の場をつくっていく。
※サードプレイス：家（第一の居場所）や職場・学校（第二の居場所）とは別の、第三の居場所のこと

【重点事業２】 広瀬川大橋 水辺の青空学校

目標 結果 理由

毎月1回のイベント開催 達成 実施内容で示したとおり、月に１回以上イベントを開催したため

■自己評価

①様々なテーマの水辺イベント（フィールドワーク）の実施
アンケートでは満足度の高い結果が得られた（「川のことをより知ることができた」「また参加したい」等）
活動参加者からは「自分でもイベントをやってみたい」等の感想も聞かれ、新たな取組み創出の可能性を見い出せた
継続して参加するリピーターも見られ、広瀬川への意識の高揚と次年度以降の活動の継続性を見い出せた

②他団体との連携の強化
青空学校の開催にあたり他団体の協力を得るなど、協働体制を構築することができた
青空学校の参加者が他団体のイベントに参加するなど、新たな連携やつながりが生まれた

③望年会（ワークショップ）の開催
50年後の広瀬川をどのようにしていくか等を意見交換し広瀬川への意識の高揚を図った

■本市支援状況
・行政手続きに関する相談対応（助言・相談窓口紹介 等）
・イベント主催者は、他の活動団体がイベントを実施する際に必要となるノウハウをまとめた手引書の作成を目指しており、

R7年度は水辺の活動に必要となる協議先や協議のポイントの整理に助言

１.令和７年度重点事業について
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【重点事業３】 広瀬川灯ろう流し「光と水とコンサートの夕べ」

■事業概要

広く仙台市民に親しまれる夏の風物詩としての伝統文化の伝承と、
災害における犠牲者を弔うとともに、被災地の復興を祈願するもの。
また、時代の移り変わりと共に、戦災や震災の供養の心に加え、地域
の振興と奉仕の心を通して人々の絆を強める行事である。

■実施主体

広瀬川灯ろう流し実行委員会

■実施内容

実施日 会場 内容 参加者数

８月20日
広瀬川宮沢緑
地など

灯ろう流し・花火打ち上げ・ステー
ジ発表（第１部／第２部）をメイン
イベントとし、「ながまち灯ろう縁
日」（こども縁日・キッチンカー・商
店街出展）をリップロードで実施
するほか、オリジナルフレーム切
手やオリジナル手ぬぐいを作成・
販売した

のべ４万人

【会場の様子】

【花火】

１.令和７年度重点事業について



■成果目標

８

来年度に向けて
・太白区・若林区両区の夏の風物詩として継続していくため、実行委員会のみならず、地域や市民ボランティアなど

と連携しながら安定的な開催を目指していく。（人材確保や費用捻出含む）
・ＨＰを活用し、広報活動・協賛金の募集・ボランティアの協力等の情報発信を進める。

【重点事業３】 広瀬川灯ろう流し「光と水とコンサートの夕べ」

■自己評価
①地域と連携・協力したイベントの実施

各商店街における募金活動・広告協賛活動により運営資金を捻出できた
市民及び商店街各店の方々の多大なる支援のもと開催できた
地域団体の参加や警察、消防等の協力により、事故等なく開催ができた

②花火の開催などによるやイベント実施方法の工夫
多くの来場者を獲得することで、近隣商店街の飲食店等への来店顧客が増加し、地域活性化に寄与した

目標 結果 理由

広瀬川にまつわる歴史・文化に触れる機会を創出
するとともに、改めて広瀬川の自然を、多くの市民
や参加者に認識してもらうこと

達成 来場者はのべ４万人に達し、イベントを通して、広瀬川の
歴史や文化、自然に触れる機会の創出につながってい
るため

■本市支援状況
・来年度のイベント実施に向けた広報支援（広瀬川ホームページに「広瀬川灯ろう流し」を紹介する記事を作成）
 (※補足) 若林区・太白区まちづくり推進課においても、区民協働まちづくり事業として補助金交付等支援を実施

１.令和７年度重点事業について
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【重点事業４】 「関山街道の四季フォトコンテスト」記録パンフ作成
■事業概要

宮城・山形両県をつなぐ関山街道（国道48号）沿線は、広瀬川や大倉ダム、
白沢カルデラ等のエリアを対象とした写真の募集を「関山街道の四季フォト
コンテスト」として５年間実施。その集大成として、入賞・入選作品等を取り
まとめたパンフレットを作成し、来年度（※）に向けたフォトコンテストの取り
 組みの周知や、今後さらなる地域の魅力の再発見につなげるツールとして
活用する。

（※）来年度から関山街道沿線に加え広瀬川の魅力の再発見を促進するため 「関山
街道と広瀬川の四季フォトコンテスト」に拡大する。

■実施主体

「関山街道の四季フォトコンテスト」記録パンフ作成実行委員会

■実施内容
 パンフレットは３月末に完成とし、その後沿線の関係施設等に配布予定

実施日 会場 内容 参加者数

11月26日 広瀬市民センター
第１回実行委員会（打合せ内容：委員会規約・委員
名簿・予算、記録パンフ作成の進め方について）

９名

12月17日 広瀬市民センター 編集会議（打合せ内容：ラフ（案）検討） ８名

１月21日 広瀬市民センター
第２回実行委員会（打合せ内容：ラフ（案）に基づ
き、構成内容の確認、委員各位からの意見聴取）

７名

２月18日 広瀬市民センター 編集会議（構成内容の確認） 6名

３月４日 広瀬市民センター 第３回実行委員会（最終確認） ９名 広報用
ポスター

冊子

１.令和７年度重点事業について



■成果目標
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来年度に向けて
フォトコンテストの名称に「広瀬川」を追加することで、これまでの関山街道を中心とした内容に加え、広瀬川の魅
力を伝える写真の増加を目指していく。その成果を巡回展示などを通し紹介することで、水辺と街道が織りなす
多様な景観をPRしていく。

■自己評価
①パンフレットの体裁の工夫

説明文を分量を抑えるなど、読みやすさを重視した 「写真集」をイメージすることで、入賞作品の魅力を最大限に
 引き出せたほか、これまでの7年間の歴史を振り返る、記録性の高いパンフレットとなった

②「関山街道と広瀬川の四季フォトコンテスト」へのリニューアルを見据えた広瀬川の景観写真の掲載
コンテストの認知度向上に加え、広瀬川のPRや地域の観光資源の魅力発信を見据えたパンフレットを作成するこ
 とにより、広瀬川創生プランの広報にも寄与した

目標 結果 理由

関山街道沿線の市民センターや学校関係、仙山線の各駅、
公共施設等、30ヶ所程度に配布するなど、関山街道や広瀬
川の魅力をより多くの市民へ伝えていく

達成予定 パンフレット完成後、３月末の関係施設への配布によ
り、広瀬川や関山街道の広報につながるため

【重点事業４】 「関山街道の四季フォトコンテスト」記録パンフ作成

■本市支援状況
・実行委員会に加入し負担金（15万円）を支出
・パンフレット作成支援（校正作業や広瀬川の写真の提供 等）
・広報支援（広瀬川ホームページに紹介記事掲載や市民センターなど市内公共施設への配架 等）

１.令和７年度重点事業について



２.令和７年度取組事業について

１１

令和７年度取組事業（参考資料2参照） 件数

取組事業 総数 80件（内、実施件数  78件）

実施主体 主な取組事業の報告

・仙台市カヌー協会 ・カヌーで河川清掃クリーンアップ広瀬川

・仙台市建設局百年の杜推進課 ・広瀬川・学びと癒しの焚火体験会

・仙台市建設局百年の杜推進課 ・広瀬川（大橋周辺）水辺利活用の検討

◎令和７年度主な取組事業の報告
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【令和７年度主な取組事業の報告】

■名称：カヌーで河川清掃クリーンアップ広瀬川

■実施主体：仙台市カヌー協会

■実施期間：令和７年８月24日（日）

■実施場所：青葉区角五郎澱橋〜大橋(上陸は青葉山公園)

■内容：カヌーを活用した社会貢献活動として河川清掃を実施。中洲・寄洲に漂着したビ
ニール袋・ペットボトル、河床に埋没する空缶・金物など軽自動車1台分のごみを  
回収した。

２.令和７年度取組事業について



■名称：広瀬川・学びと癒しの焚火体験会（広瀬川秋・冬イベント）

■実施主体：仙台市百年の杜推進課 ■協力：株式会社イメージパーク、仙台たき火ティー

■実施期間：令和７年12月７日（日）

■実施場所：大橋上流左岸側（西公園南側の広瀬川河川敷）

■内容：「かまど作り」「焚火」「おやつ作り」の３つの活動を組み合わせた体験型イベ

ントを実施。火の扱い方を学ぶとともに、広瀬川の自然を体感することで、人と

自然の関わりについて理解を深める機会となった。当日に実施した参加者アン

ケートでは、92％が「とても満足」と回答しており、高評価が得られた。

【かまど作り】 【焚火（火おこし）】 【おやつ作り】

２.令和７年度取組事業について
【令和７年度主な取組事業の報告】

13 
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■名称：広瀬川（大橋周辺）水辺利活用の検討

■実施主体：仙台市百年の杜推進課、広瀬川（大橋周辺）水辺利活用検討会

■内容：「青葉山エリア“Water Garden”」をコンセプトに、地域の資源を大切にしながら、周辺施設な

どを巡る回遊性の向上を図り、水辺を活用した憩いや遊び、学びを体験できる身近な交流の場所

となるよう、新たな水辺空間を創出するための検討を行う。 （水辺活用のゾーニング案）

２.令和７年度取組事業について
【令和７年度主な取組事業の報告】
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●水辺利活用のイメージ

※基本構想（令和7年7月策定）段階での整備イメージを示すものであり、今後の検討により変更になる場合がある。

２.令和７年度取組事業について



３.取組事業実施における課題について

■広瀬川創生プラン 「推進状況の評価」 ・・・プランp43

令和７年度より、取組団体から実績報告とともに
「取組実施にあたっての課題や問題点」も確認

「1年ごとの取組状況の把握」

①年１回程度、活動団体などに実施状況・実施予定を確認

②実施状況を仙台市から協議会へ報告
 実施状況を分析し課題を整理

③改善に向けた対応方針を協議会と仙台市で検討

④活動団体等へフィードバック

16

現状の課題を調査



課題 内容 対応策

人材不足
・高齢化による人材不足、担い手不足の進行
・人材不足によるイベント時の負担の増加 ・プランの広報や交流会の実施による連携強化

・取組団体への１日体験入会等の企画を提案
官民協働 ・市民協働の取り組みのスキームが不明

資金調達 ・イベント開催のための資金調達が困難
・プランに基づく重点事業への助成制度拡充
・他の助成制度の紹介

広報 ・新規参加者の獲得や認知度向上に向けた広報の不足 ・広瀬川ホームページやインスタグラムによるイベント情報の発信

安全対策
開催判断

・気象条件、河川水位などの影響や熱中症リスク等、安全確保
やイベント開催判断が困難

・クマ出没リスクによるイベント開催判断や実施対策が困難

・広瀬川ホームページやインスタグラムによる周知
★気象情報、河川水位等を確認できるサイト（気象庁及び宮城県HP）の紹介
★熱中症警戒アラートや熱中症対策ガイドライン（環境省）の活用
★クマ対策情報（本市環境局HP等）の発信

・開催判断の参考となる、他イベントの判断事例紹介の検討
・クマ対策グッズ（忌避剤やクマ鈴 等）の貸出の検討

その他
・広瀬川沿川における駐車場の不足
・河川環境の悪化（水量不足など）

・直接的な対応が難しく、関係機関との連携や情報共有を図りながら動向を
注視（必要に応じ活動団体へ情報共有）

■令和７年度実施状況

■実施事業における現状課題と対応策

取組事業一覧に掲載された80事業うち、７8事業の実施を確認でき、実施率は約97％となった。
また、未実施となった2事業については、以下のとおりの結果となっている。

対応策等について活動団体へフィードバック

３.取組事業実施における課題について

17

取組事業名 未実施となった理由 等 来年度予定

伊達な川床 川床設置にかかる予算確保が困難であったため 継続予定

広瀬川自転車ライド
青葉山公園周辺での活動を想定も、水辺に近づける環境が少なく活動場所
として自転車での移動に適さない環境と判断したため

継続なし

実施した取組みに係る現状課題について活動団体に確認し、以下のとおり整理した。



令和８年度重点事業
及び取組事業について

建設局百年の杜推進部百年の杜推進課

資料２

第51回 広瀬川創生プラン策定推進協議会

1



令和８年度重点事業及び取組事業について

2澱緑地



１.重点事業認定制度について

３

【制度の概要】
広瀬川の魅力を発信する上で効果的、かつ、「重点事業認定の基本的な考え方」に合致する
事業は、協議会において重点事業として認定。 ・・・プラン冊子ｐ.３９

【認定の手順】
令和７年度より、取組団体からの公募制とし、下記「★重点事業選定要件★」にすべて該当す
る事業を、重点事業認定候補として協議会へ提出し、協議会での認定後、各団体へ重点事業
認定書を交付する。

★重点事業選定要件★ 以下（１）（２）の要件すべてに該当すること
（１）「広瀬川の魅力を発信する上で効果的」な事業であるか

        ・・・プラン基本目標の 「ⅳ  河川への関心の向上」 「ⅴ 市民協働の仕組みづくり」 
 いずれかを含む事業であること

（２）「重点事業認定の基本的な考え方」すべてに合致する事業であるか
○「複数の主体が連携・協力できる取組みであること」

 市民・NPO・行政・企業などの主体が、お互いを尊重しつつ力を合わせて協働
 できるもの。

○「市民が広く参加できる取り組みであること」
世代・地域・立場などを超えて、市民が気軽にかつ自発的に参加することがで
きるもの。

○「ソフト中心の取り組みであること」
川づくりの中でも、広瀬川の自然環境等を活かしたソフト中心のもの。



４

２.令和８年度重点事業候補について

応募団体 取組内容 補助金希望

広瀬川1万人プロジェクト実行委員会 広瀬川1万人プロジェクト河川・海岸一斉清掃 ×

GARDEN of RIVER,SENDAI 
project

（仮称）流域をつなげて歩く広瀬川 フード“風土”ウオーク広瀬川 〇

関山街道フォーラム協議会 関山街道と広瀬川の四季フォトコンテスト2026 〇

■重点事業の公募の結果、３団体より申請を受け付けた。
 事務局における選定結果より、３団体すべてを重点事業認定候補として提出する。

※候補事業については、事業ごとに、以下の項目を整理し、次ページ以後にお示しする。
 また、事務局における選定作業の結果についても、併せて掲載する。

「実施主体」…事業を主体的に実施する団体名
「事業概要」…事業の目的や内容の概要
「実施場所」…主な実施場所
「当年度の取組み」…令和８年度に予定されている具体的な活動内容
「成果目標」…事業を通じて目指す成果や目標値
「支援内容」…仙台市の支援内容

■重点事業の公募に併せ、補助金の希望調査も実施し、３団体中２団体より申し出があった。



－候補①ー 広瀬川1万人プロジェクト河川・海岸一斉清掃

■実施主体：広瀬川1万人プロジェクト実行委員会

■事業概要：仙台市人口1%の1万人をキーワードとして、市民・企業・行政が連携して広瀬川流域を含む
 河川・海岸一斉清掃を年2回（春・秋）実施

■実施場所：春の一斉清掃 1１会場 秋の一斉清掃 1９会場

■当年度の取組み：一斉清掃の開催

春 ４月２５日（土）／予備日５月９日（土）

秋 ９月２６日（土）／予備日1０月３日（土）

■成果目標：のべ参加者数 2,800人程度

（春の参加者 １,１００人 秋の参加者 1,700人）

■支援内容：
①太白大橋会場の運営（秋の一斉清掃）
②清掃日当日の参加

  （春）澱橋会場、千代大橋会場、大橋会場へ各１名
  （秋）牛越橋会場、澱橋会場、千代大橋会場、八本松会場へ各１名

③翌日のゴミ回収
  （春）澱橋会場、仲ノ瀬橋会場、宮沢橋会場、千代大橋会場

  （秋）牛越橋会場、澱橋会場、仲ノ瀬橋会場、大橋右岸会場、宮沢橋会場、千代大橋会場

④鳥獣対策（クマ出没に関する情報共有等） ５

２.令和８年度重点事業候補について



２.令和８年度重点事業候補について

－候補①ー 広瀬川1万人プロジェクト河川・海岸一斉清掃

要件 該当性 補足

①プラン基本目標（ⅳ）（ⅴ）
いずれかに該当

該当（ⅳ）（ⅴ） 基本目標ⅳ「河川への関心向上」の施策の方向⑨「広
瀬川に関する催しの実施」及び基本目標ⅴ「市民協働
の仕組みづくり」の施策の方向⑩「市民参画型事業の
推進」に該当。
清掃により広瀬川に訪れる機会を創出し、自然環境を
再認識できる活動。
また、団体・企業・行政の連携による実施体制で、市民
も参加可能なイベント。

②重点事業の基本的な考え方

複数の主体が連携・協力できる
該当 実行委員会形式で、団体・企業・行政が連携・協力し実

施。

②重点事業の基本的な考え方

市民が広く参加できる
該当 公式HPで広く募集を実施し、各会場で市民も参加可

能。

②重点事業の基本的な考え方

ソフト中心の取り組み
該当 広瀬川の清流を守るための環境美化活動。

【参考】 事務局選定結果（要件との照合）

６



－候補②ー

（仮称）流域をつなげて歩く広瀬川 フード“風土”ウオーク広瀬川 

■実施主体：GARDEN of RIVER, SENDAI project

■事業概要：「流域」「街歩き」「健康」「環境美化」などをキーワードに、広瀬川沿いを歩くこと、走ることを通
 し、川と周辺地域（風土）、地域の食（食文化）を知る機会を創出する。

■実施場所：広瀬川沿い または 近くの道

■当年度の取組み： 春 または 秋 に ウォーキング等のイベントおよびワークショップ開催（年1回）

■成果目標：広瀬川に係る活動の今後の方向性を共有し、新たな魅力創出の足掛かりとすること
                （ウォーキング等のイベント実施後にワークショップを行う場を設ける）

■支援内容：
①補助金交付
②広報支援（市政だより・広瀬川インスタグラム・広瀬川ホームページなど）

７

２.令和８年度重点事業候補について



２.令和８年度重点事業候補について

－候補②ー

（仮称） 流域をつなげて歩く広瀬川 フード“風土”ウオーク広瀬川

要件 該当性 補足

①プラン基本目標（ⅳ）（ⅴ）
いずれかに該当

該当（ⅳ）（ⅴ） 基本目標ⅳ「河川への関心向上」の施策の方向⑨「広瀬川
に関する催しの実施」及び基本目標ⅴ「市民協働の仕組
みづくり」の施策の方向⑩「市民参画型事業の推進」に該
当。
広瀬川沿川でのイベントの開催により、広瀬川へ訪れる
機会を創出し、広瀬川と地域の風土・食文化などあらゆる
角度から魅力を再認識できる活動。
また、専門家との協働による市民参加型の体験学習イベ
ント。

②重点事業の基本的な考え方

複数の主体が連携・協力できる
該当 関係団体(広瀬川市民会議、水環境ネットワーク東北、カ

ントリーパーク新浜、関山街道フォーラム)等と連携して実
施。

②重点事業の基本的な考え方

市民が広く参加できる
該当

市民を対象としたイベントとし、参加者の募集を実施。

②重点事業の基本的な考え方

ソフト中心の取り組み
該当 広瀬川沿川のウォーキング等をとおした情報収集と、

ワークショップの実施により、河川への関心を高める活動。

【参考】 事務局選定結果（要件との照合）

８



－候補③ー 関山街道と広瀬川の四季フォトコンテスト2026

■実施主体：関山街道フォーラム協議会

■事業概要：令和元年度から続く「桜プロジェクト」および「関山街道の四季フォトコンテスト」を引継ぎ、
 宮城・山形両県を結ぶ関山街道沿線の魅力を再発信するもの。令和8年度は、地域の象徴
である「広瀬川」に焦点を当て事業名称を改め、関山街道沿線および広瀬川周辺の四季
折々の風景、文化、魅力を捉えた写真を募集。住民参加を通じて郷土への愛着を育むと

           ともに、作品発信による観光交流の促進と地域経済の活性化を目的とする。

■実施場所：関山街道沿線および広瀬川沿川

■当年度の取組み：写真募集（プリント部門およびスマートフォン部門の二部制）
 審査会および表彰（入賞者に対し、賞状および副賞（クオカード等）を贈呈）

       作品のWeb公開および受賞作品の巡回展示（計10会場）

■成果目標：応募作品数の増加（前年度比10～20％増）
    SNS等を通した応募作品の共有による魅力発信

■支援内容：
➀補助金交付
➁広報支援（市政だより・広瀬川インスタグラム・広瀬川ホームページなど）
➂展示機会の確保（市民センターや市関連施設展示実施の調整）

９

２.令和８年度重点事業候補について



２.令和８年度重点事業候補について

－候補③ー 関山街道と広瀬川の四季フォトコンテスト2026

要件 該当性 補足

①プラン基本目標（ⅳ）（ⅴ）
いずれかに該当

該当（ⅳ）（ⅴ） 基本目標ⅳ「河川への関心の向上」の施策の方向⑧
「市民への情報発信」及び基本目標ⅴ「市民協働の仕
組みづくり」の施策の方向⑩「市民参画型事業の推進」
に該当。
広瀬川をテーマの1つとしたフォトコンテストおよび巡
回展示の実施により、広瀬川の四季の風景などの魅力
を広く発信できる活動。
また、多様な団体等で構成される協議会において企
画・運営され、広く市民が参加できるフォトコンテスト。

②重点事業の基本的な考え方

複数の主体が連携・協力できる
該当 多様な団体・企業・行政等が会員となっている協議会

での実施。

②重点事業の基本的な考え方

市民が広く参加できる
該当

16歳以上の市民であれば誰もが応募可能。

②重点事業の基本的な考え方

ソフト中心の取り組み
該当 写真の応募・表彰・展示を通し、地域や広瀬川への関心

を高め、魅力を発信するための活動。

【参考】 事務局選定結果（要件との照合）
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■令和８年度重点事業 補助金支出希望事業 補助金額(予定) 総事業費(予定)

（仮称）流域をつなげて歩く広瀬川 フード“風土”ウオーク
広瀬川  

２５,000円 ５０,000円

関山街道と広瀬川の四季フォトコンテスト2026
1５4,000円 314,000円

※R8年度から「広瀬川創生プラン補助金交付要綱」に基づき支出。

※重点事業のうち自己資金による運営が困難な事業に補助金を支出する。

※補助金の上限は、総事業費の１／２までとする。 11

■令和８年度の広瀬川創生プラン重点事業における、補助金支出希望事業および、
補助予定金額については以下のとおりの予定である。

３.事業補助金の支出について（参考）



４.令和8年度取組事業について

■令和８年度取組予定事業（参考資料3参照） 件数

取組事業 総数 80件

内、新規・拡充事業数 ５件

◎令和８年度取組事業の活動紹介（新規・拡充）

実施主体 取組事業名

仙台市水道局 青下の杜プロジェクト【新規】

GARDEN of RIVER, SENDAI 
project

水
辺
の
チ
カ
ラ

水辺の青空学校【拡充】

草の利活用ブランド【新規】

川のインフォメーションセンター機能【新規】

広瀬川上流下流域と繋がる事業【新規】
（仮称）流域をつなげて歩く広瀬川 フード“風土”ウオーク広瀬川

※R8年度重点事業選定

12




